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コミュニケーション(communication)，スピーキング(speaking)，スキル(skill)，知識(knowledge)，気づき(noticing)

身近なトピックや一般的な関心事について，明確に自信を持って，英語でクラスメートとお互いに意見を述べあうことができる能力を身
につけることを目的とする。また，自身およびクラスメートのコミュニケーション能力向上のために，積極的かつ協力的に授業に取り組
むことを目指す。

1. 英語で，5分間またはそれ以上，身近なトピックや関心事について，自分の考えや意見を詳しく述べることができる。
2. 既存の英語知識を活用させ，他者と上手くコミュニケーションを図るためには何が必要か気づくことができる。
3. 様々なコミュニケーションの構造（例：挨拶，スモール・トーク，会話を終える，質問する，意見を述べる）を理解し，使うことができる。
4. コミュニケーション・ストラテジー（例：間を埋める，相槌，聞き返す，言い換える）を適切に使用し，相互理解に努めるとともに，少なく
とも5分間は会話の流れを保つことができる。
5. 日常会話に関連する様々な語彙，熟語，表現を使うことができる。
6. 互いに協力して，安心して英語を使える環境を作ることができる。（例：間違いを恐れない，親しみを持って話す，積極的に参加する）

②多様な人と協働するための表現力やコミュニケーション力（基本的コミュニケーション力）
③学習活動や社会生活で必要な技能（基本技能）

スピーキング能力およびスキルを身につけることに焦点を当てるが、４技能を結びつけて総合的に英語力を向上させる授業を行う。

1回目　 ガイダンス（授業の目標，進め方，予習・復習などの説明）　Classroom Englishなど
2回目～14回目　（受講者の理解度にあわせて進度を決める）
2. Greetings, small talk, & closings
3. Information questions & frequency/duration questions
4. Listener expressions, turn-taking expressions, & basic conversation structure
5. Non-verbal cues & adding information
6. Agreeing/disagreeing & expressing opinions with reasons
7. Questions for meaning, describing/rephrasing, & gestures
8. Review of 2-7
9. Expressing feelings/emotions & talking about past
10. Talking about the future
11. Agreeing/disagreeing with reasons & discussing
12. Additional Exercise 1
13. Additional Exercise 2
14. Review of 9-13
15回目　期末テストとまとめ

注）
学期中，必要性や理解度に応じて，授業スケジュールの内容を変更する場合があります。この場合，授業の中で適宜指示します。

授業前に学習するユニットの予習を行うこと。授業後に学習したユニットの復習を行うこと。

授業中の活動：30%
小テスト・課題など：40%
期末テスト：30%（期末テストを受けなかった場合は単位は取得できない）

平成25-27年度入学で，「コミュニケーション英語A」未修得の学生

1. 授業の参加姿勢も，評価の対象になります。授業活動に積極的に参加することで，授業外での学習成果を実感できます。予習と復
習は授業の内容を理解し，学習効果を上げるために必要です。授業中の指示に従い，しっかり予習・復習をして，積極的に授業に参加
するようにしてください。
2. 授業を休んだ場合は，次の授業までに，休んだ回の授業内容をクラスメートに確認し，予習・復習，課題など必要な情報を自分で入
手してください。
3. 4回以上欠席した場合は，成績の評価は行いません。単位を取得できなくなりますので，十分注意してください。
4. 遅刻をすると，授業活動への参加が遅れます。授業が始まる前に入室してください。3回遅刻すると，欠席1回分と見なされますから
注意してください。30分以上遅れた場合は，欠席と同じ扱いになります。
5. 授業活動は原則として，英語で行われます。積極的に英語を使うようにしてください。
6. 授業中は，携帯電話を切り，私語を慎むようにしてください。

書名：Communicating Collaboratively
出版社：愛媛大学生協
初回の授業までに，必ず購入しておいてください。

①必要な情報を収集・整理できる
③習得した知識や技能を基に自分の考えを組み立て、適切に表現（記述・口頭）できる
⑥様々な状況に応じて適切な対話・討論ができる
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